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はじめに
本稿の目的は旧ソ連邦領内シベリア地域に分布する北東アジアのチュルク諸語のおかれ
た現況を概観し、ソ連邦時代より日本から注がれた北東アジアヘの眼差しを言語研究の点
からまとめること、さらにソ連邦崩壊後、劇的に変化した北東アジアの諸言語研究事情に
ついて、特にシベリアのチュルク系言語、ヤクート語とドルガン語を取り上げ、やや詳し
く述べることにある。あわせて、ソ連邦成立前にチュルク語研究分野で日露間の学術交流
があったことに触れ、ソ連邦崩壊から20年近くになろうとする今日の状況をふまえて、今
後の北東アジア諸言語研究の動向をとらえたい。
1.北束アジアのチュルク諸話
ユー1.北東アジアのチェルク詰語の分布と話者八日
チュルク系諸言語はモンゴリア高原あるいはその周辺を発祥の地とすれば、図1に見ら
れるように、およそ30の言語として、概ね東西に分布域を広げた。現在、世界に約1億2
千万人を越える話者人口を持っている。旧ソ連邦領内にはこれらチュルク系諸言語のうち
24言語が分布している。図1において番号を○で囲ったものがやや広義にとった北東アジ
アに分布するチュルク語で、ヤクート (サハ)、 トゥヴァ、カラガス (トファラル)、 ハカ
ス、ショル、チュリム・チュルク、アルタイの7言語である。この7言語に加えて、言語
学的にはヤクート語の方言ともとらえ得るが、極北のドルガン人の言語、 ドルガン語を加
えた8言語を北東アジアのチュルク語として、まずこれら言語の現在の使用状況から概観
していきたい。
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1-2.北束アジアのチェルク諾話使用の現況
表1には北東アジアの8言語の話者人口を2002年に行われたロシア連邦国勢調査のデー
タから多い順に上げる。( )内はその言語を使用する民族の人口である。話者人口の方
が民族人口よりも多くなっている言語については周囲の他民族出身者がこれらの言語を話
すという状況が反映されていると考えられる。ヤクート語、 トゥヴァ語は、北東アジアに
分布する言語の中では、話者人口からすれば、他の言語に比べ有力な言語と言ってよい。
表1 話 者 数 と民 族 人 口
旧ソ連邦北東アジアのチェルク諸語話者数 [2002年国勢調査資料より]( )内は民族人口2
ヤクー ト (サハ)語 45フテ6288ノ民
(44万3852人)
ショル語
6210ノ氏、
(1万3975人)
トゥヴァ語
24万2754人
(24万3442人)
ドルガン語
4865ノ(
(7261人)
アルタイ語
6フ」5534ノ氏、
(6万7239人)
カラガス (トファラル)語 378ノ(
(837人)
ハカス語
5フ」2217ノ(
(7万5622人)
チュリム・チュルク語
270ノ(
(656人)
表1にみるようにその他の言語は、話者人口、民族人口共に少なく、民族人口の数値に占
める話者の割合が相当小さい言語もある。北東アジア、シベリア域においては、大言語と
してのロシア語の勢力が大変大きく、チュルク語話者に限らず少数派言語話者は、社会的
′い理的にロシア語の脅威に常にさらされている。とはいえ、北東アジアにおいて、チュル
ク諸語は全体としては、ツングース諸語や古アジア諸語等、他のいわゆる少数民族言語に
比べれば、まだ数値上は有力と言える3。
これら北東アジアのチュルク諸語の実際の使用状況をある程度は反映していると思われ
る デ ー タ に、 表 2に掲 げ た 1994年の デ ー タ (Pοccク蒻じκク>じμα脇クε脇クV9じκク〉θχ 92ο∂μクκ
表2 言語使用状況
(1994年マイクロ国勢調査データより):各場面で何語を使うか (数値は%)
家庭で 学校で 職場で
民族言語 ロシア語 民族言語 ロシア語 民族言語 ロシア語
ヤクー ト 90 7 93
トゥヴァ 95,6
アルタイ 74 3 56 7 43 2
ハカス 418 12
シ ョル 22 2 76 2
ドルガン 33 3
カラガス (トファラル) 100 0 100 0
チュリム・チュルク 100 0 100 0
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′999(1999),pp.6隣70)がある。
表中のデータは、家庭内、学校、職場の各場面で、ロシア語と自民族の言語のどちらを
使用するか、をまとめたものである。このデータによればカラガス語とチェリム・チュル
ク語については家庭内を除いて、100%ロシア語使用に移行してしまっている。話者人口
の多いヤクート語と、話者人口の少ないドルガン語やショル語を比較すれば、各言語の使
用状況の違いが如実にわかる。北東アジアのチュルク語全体を見ると、ヤクー ト、 トゥ
ヴァ、アルタイの3言語は比較的家庭内で使われているものの、学校や職場においてはか
なり使用率が低い。表3には、1989年の国勢調査のデータから、「自らの民族集回の言語を
母語とみなしている率」として統計データにあげられる数字、即ち「母語保持率」や「母
語みなし率」と呼ぶ数値と表2の家庭内で自民族言語を使用する率を並べて掲げた。
表3 母語保持率
(1989年国勢調F)と家庭内使用言語 (1994年マイクロ国勢調査)(数値は%)
自民族の言語を母語とみなす割合、即ち母語保持率と家庭内での自民族言語使用のデー
タを比較 し、1989年と1994年の5年間の時間差を考慮せずに比較するならば、母語と見な
すことと実際に使用する言語とは随分隔たりがあることがわかる。ハカス語の母語保持率
761パーセントに対して、家庭内で実際にハカス語を使うパーセントは41.8%であり、 ド
ルガン語については817%の母語保持率に対し、家庭内使用率は48,7%である。
一方、ヤクート語、 トウヴア語のように家庭内での言語使用率に限って言えば、高い率
で、ほlF同数値という言語もある。このように言語によつて差異の帰因するところとして
は、様々な可能性が指摘できる。たとえば、当該民族言語話者等の生活環境における大言
語、すなわちロシア語話者との日常的な接触が密であることがまず挙げられる。ヤクート
語話者についてはヤクート (サハ)共和国6の全人口中、ヤクート人の割合は330/O、 トゥ
ヴァ共和国におけるトゥヴア人は64%、アルタイ共和国ではアルタイ人300/0、ハカス共和
国では11%という数値がある (2002年データ)。 さらに、生業の現場の言語使用状況はど
うか、また当該民族集団が閉鎖的か開放的か、などの要因が考えられる。絶姑的に民族人
口が少ない言語話者は学校教育や職場で必然的にロシア人をはじめ、他民族出身者と接す
る機会が多く、民族際語としてロシア語使用に移行せざるを得ない状況であることは明ら
かである。また、ロシア人もしくはロシア語話者との婚姻により、家庭の中でもロシア語
?????
?
?
家庭内で 母語
保持
家庭内で
民族言語 露語 民族言語 露語
ヤクー ト (サハ)語 93 8 90 7 ショル語 56 7 22 276 2
トゥヴァ語 98 5 95 6 ドルガン語 817 48 733 3
アルタイ語 84 4 74 325 7カラガス (トファラル)語 43 0 20 080 0
ハカス語 チュリム・チェルク語5 86 7
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使用に移行する傾向が加速するのは自然である。グラスノスチ、ペレス トロイカがスロー
ガンとなり、政治・経済体制が変革へと揺らぎ出したソ連邦崩壊前後より、話者等の日常
の生活環境も変化したであろうことを考慮すれば、こられの北東アジアの言語使用状況は、
この20年程はかつてない動きのある時期であったといえよう。
1-2-1.北東アジアのチェルク諸語研究の動向 :ソ連邦崩壊と日本言語学
1991年にソ連邦が崩壊し、それ以前には国外の研究者にとつて直接に言語調査を行うこ
とはおろか、渡航そのものが困難であった北東アジア地域を対象とした研究活動は大きく
変化した。ソ連邦時代には、たとえば上記の1989年の国勢調査データとして出版された数
値によりを言語の使用状況を推測するのが一般的であったが、直接に更に詳しい調査を行
うことが連邦崩壊後は可能となった。北東アジアの少数派言語において、今後考えられる
使用状況の変容を研究することは言語の生態研究という点でも非常に興味深い問題である。
そのためには、詳細な社会言語学的調査が必要となる。つまり、ヤクート語を例に取って
言えば、職場でのグループにロシア人とヤクート人が何人かいる場合、ヤクート人が全員
ロシア語を躊躇なく利用するか、ロシア人がグループ内にただ一人の場合はどうか、また、
ヤクート人同志のグループにおいてはどうか、男女間で使用状況に異なりが認められるか、
等、もし言語のスイッチが生ずるとすれば、何を契機にそれが生ずるのかを細かい場面設
定で調査すれば、言語の生態を捉えることができるのではないか。また、学校現場におい
ても、学年毎にどう推移していくのか、教師がロシア人の場合、ヤクート人生徒の使う言
語はどうか、逆に教師がヤクート人の場合、ロシア人生徒の使う言語はどうか、等、様々
な視点での調査を検討することができる。網羅的な調査は困難であつても、2言語併用の
環境で実際にどのように言語使用が変化していくのかを詳しく確かめることが可能になっ
た。社会言語学的な調査は、一般の人々から調査データを集めることになるので、そもそ
も安易に着手はできないが、連邦崩壊後、10年以上の月日がたち、このような社会言語学
的な詳細な調査研究が、近年では徐々に可能になりつつあると感じられる。
2.日本におけるチュルク諸言語の研究 :ソ連邦時代をはさむ100年
2-1.日本におけるチェルク詰言語研究 :ソ連邦崩壊前後 (1980～90年代)
2-1-1.現代チェルク諸話の研究
1917年に帝政ロシアに社会主義十月革命がおこり、1922年にソビエト社会主義共和国連
邦が成立した。その後、約70年に及ぶソビエト政権下において、北東アジア域を含め、ソ
連邦全体が長い間、所謂鉄のカーテンに覆われた。とはいえ、ソ連邦崩壊以前にもソ連邦
内のチュルク系言語に関する研究や情報が日本国内でも知られていなかったわけではなく、
ソ連邦内の諸言語の中でチェルク系言語関係の情報は、むしろかなり広くカバーされてい
たといってもよい。たとえば、『三省堂言語学大辞典』7(世界言語編)全4巻(1988-1992)
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には個別のチュルク系言語項目やチュルク系言語全体を対象とした項目「チュルク諸語」
もふくめ、30を越える見出し項目が取り上げられている。これらは、チュルク系言語につ
いて考察、研究を始める際には、参照必須の文献である。しかし、これらチュルク系言語
関連の項目は30余に及びながら、執筆はわずかに2名による8。 1993年に出版された同辞典
の F補遺編』にエイヌ語がのっているのを別にすれば、この大辞典が出版されたのは1988
年から1992年にかけてであり、原稿準備は概ねソ連邦崩壊直前になされたと考えられる。
その時期に日本国内においてこれらチュルク系諸言語の多数派を占めるソ連邦領内の言語
を解説するためには、当然のことながら、一次資料を以てするのは、ほぼ不可能であった。
ソ連邦で出版された概説書や研究書などを利用して原稿が準備されたと聞いている。ソ連
邦時代には一般の人々はもちろん、大学やアカデミーなどの研究機関で言語研究に携わる
人々も個人的に国外の研究者らと接触することは避けていた。
上記のような日本におけるチュルク系言語研究を取り巻く状況が、連邦崩壊により、大
きく変化した。図1に掲げた通り、チュルク系の言語の大半が旧ソ連邦の版図内にあり、
チュルク系言語話者が中心的人口を占める中央アジア諸国も、かつてのソ連邦構成15共和
国の中にあつた。これらの国々も1991年末までに次々に独立し、旧ソ連邦が文字通り崩壊
した。旧ソ連邦構成共和国諸国においては特に社会体制が急激に変化し、その影響は言語
学の世界にも波及し、チユルク系諸言語研究においても大きな変革を来した。中央アジア
をはじめ、これまで言語調査が困難であつた地域にも赴き、実際に言語調査を行い一次資
料を集めることができるようになった。また研究者等と直接のコンタクトをもつことが可
能になり、一次資料をもちいた研究成果が日本発信で陸続と発表されるようになった9。 こ
のようにして、中央アジア域の諸言語研究者が日本国においても育ち、後述するように北
東アジアのチュルク語研究に携わる者も出てきた。
2-1-2.古代チェルク話の研究
連邦崩壊後、チュルク諸語研究の進んだ分野として、現代語に加えて、古文献の研究が
ある。ロシアには、かつて帝政ロシアが19世紀末から20世紀初頭にかけて中央アジア地域
から将来した古語による文献が大量に保管されている1°。ソ連邦時代はこれらの文献もソ
連国内の研究者が専有的に研究に使用しており、特に旧西側の研究者等が直接に文献に近
づくことはほとんど不可能であった。この点も連邦崩壊後に大きく変わつた。国外の研究
者が、これら古代語文献を閲覧、研究対象とすることが徐々に可能となり、チュルク系言
語の研究においても古語文献の研究が大いに進んだ。この研究分野においてはロシアには
革命前にW砿ラドロフ (次節参照)による一連の研究があったが、ソ連邦時代になってか
らは、大量に将来された貴重なウイグル語文献も、あまり活発に研究されたとは言えない。
連邦崩壊後は、未整理で手つかずのウイグル語文献について日本人の研究者によって次々
に研究成果が発表されるようになり・ 、日露の共同研究の機会も増えたことは、チュルク
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系の古代語研究において大きな意義があつた。特にイギリス、フランスなどが将来したウ
イグル文献の研究で既に大きな成果を挙げていた庄垣内正弘が連邦崩壊後、ロシア科学ア
カデミー東方学研究所のウイグル文献を扱った研究を提出し、古代チュルク語研究は急速
に発展した12。 このことはソビエ ト時代には政治体制により西側と東側に分断されていた
古代語文献研究の学界に垣根がなくなったことを表している。
2…2.ソ連邦成立直前の最初で最後の日露学術交流
2-2-1.Чラドロフと羽田亨
革命前のロシアには、チュルク語研究者ラドロフ (ドイツ名 Fttedrich Wilhelm Radloff、
ロシア名 PaA」IoB,BacИЛИЙ BacИЛЬcBИЧ、1837-1918)が活躍していた。20世紀のはじめ、
つまり、ソ連邦成立の前夜に日露のチュルク研究者間の学術交流があったことを紹介して
おきたい。周知のように19世紀末から20世紀のはじめにヨーロッパ諸国では中央アジアの
探検調査、文物の将来が一大ブームとなり、競争が繰り広げられた。ロシアもその中にあっ
た。一方、日本でも、やはりこの地域への関心は高く、1902年から1914年にかけて3度に
わたる大谷操検隊の活動があった。その大谷探険隊の将来した古代チュルク語文献のうち、
最長の405行をもつ手書きのウイグル語文献について、並大抵では及ばぬ同定作業を行い、
その内容が『天地八陽神呪経』にあたることをつきとめたのが、日本の羽田亨 (1882-
1955)であった。全テキス トの転写と翻訳を完成した羽田のこの業績は、当時の日本国内
はもちろん、欧州においても刊行されていたウイグル文献の研究の中で量質ともに第1級
のものであった。このとき32才の羽田は自らの『天地八陽神呪経』研究のレビューを目的
にラドロフ (当時76才)を訪ねてロシアヘ渡航した。ラドロフは当時、サンクトペテルブ
ルグの民族学博物館館長の職にあった。ラドロフは出身はドイツ国であったが、ロシアに
移住し研究生活を送った。その研究は、広くチュルク語全般にわたり、一時、北東アジア
域のアルタイ地方やバルナウル地方等にも長期に滞在し、南シベリアのチュルク系諸言語
の調査研究を精力的に行った13。 北東アジアのチュルク語、ヤクート語についての論文も
発表している。ラドロフは古語も現代語も研究対象とし、やがて、チュルク語全般を扱っ
た大部のチュルク語方言辞典14を編纂し、「チュルク言語学の祖Jと称される研究者であっ
た。羽田はこのラドロフを大変尊敬しており、ロシアヘたずね、ウイグル古文献について
研究討議を行ったのであった。革命前の1914年のことである。このとき羽田はウイグル文
『金光明最勝王経』についてラドロフと共同研究も行っている。ここに共にアジアヘの関
心の高まりを背景として持つ日露の言語研究者が、特にチュルク語の当時最先端の研究を
携えて、学術交流を持ったのであった。これがおそらく、チュルク語研究において日露間
の最初の学術交流であり、1917年の社会主義十月革命前の最後の交流であったと思われ
る15。ラドロフの勧めで、羽田の『天地入陽神呪経』の研究を英訳し、ロシア帝室アカデミー
から出版する計画があったが、第一次世界大戦と十月革命の勃発、1918年のラドロフの死によ
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り実現しなかった。そうして、その後、70年間に及び厚い鉄のカーテンが閉じられたのであっ
た。
2-3.旧ソ連邦地域とその周辺域の諸言語研究
このようにチュルク語や旧ソ連邦領内の言語についての研究は、日本において連邦崩壊
前後で様相を変えたが、実は連邦崩壊後の一連の動きは旧ソ連邦に限ったことではなく、
同じ頃から中国などでも、これまで調査はおろか訪れることさえ、決して簡単にできなかっ
た少数民族言語使用域、例えば、南方の川西走廊地区などでも徐々に調査研究が可能となっ
ていった。この状況をうけて、チベットビルマ系の少数言語、例えば、モソ語、ロロ語、
パイ語、ダパ語、等々について日本の言語学者等が活発に研究対象とするようになった。
ソ連邦崩壊による政治体制変革の動きに運動して、ユーラシアの中央、北東域で、20世紀
の終わりを迎えて、若手研究者を含む国外の研究者にも頻繁に門戸を開くようになり、こ
のことが北東アジアを含めアジア全域の小言語の研究を進める大きなきっかけとなった。
一方、この現象が進んでいた1993年を国連が「世界の先住民の国際年 (国際先住民年)」 と
し、1995年～2004年を「世界の先住民の国際の10年」として、様々なキャンペーンをおこ
なった。その中で、先住の人々の自民族言語使用の権利を尊重する気運が高まった。これ
をうけて、日本においては、かねてからも行われていた日本国内のアイヌ語等のみでなく
世界各地の月ヽ言語を対象にした言語学分野の研究がさらに進んだ。大言語に押されて、社
会生活における使用場面が狭まり、話者人口が急速に減り続ける「消滅の危機に瀕した言
語」(日本ではこれらの言語を「危機言語」とよぶ)の研究に速やかに取り組むために、若
手をも含む言語学者を危機言語の使用域へ調査に派遣する大型プロジェクト16が発足した。
また日本言語学会も「消滅の危機に瀕した言語の小委員会」 (1994年発足、1997年から「危
機言語小委員会」)を組織し、この動きを支援するなど、日本国内においても世界中の危機
言語について関心が集まった。
このような背景に、危機言語を多く抱える旧ソ連邦北東アジア地域の言語研究は大きく
進展していった。野外調査による言語データの採集とその記録、分析、同時に現代語記述
研究あるいは言語類型論研究など、多角的に研究が進められた。さらに上でも触れたよう
に社会言語学的な調査の可能性を模索しながらの言語生態研究等を連邦崩壊後の言語学研
究の動向として指摘できる。
3.北東アジアのチュルク諸語研究の現在 :シベリアのヤクー ト話とドルガン話
3-1.シベリアのチェルク語とその研究状況
ここでは、北東アジアのチュルク語の代表としてヤクート語とドルガン語を中心にこれ
ら言語の現在の使用状況と研究について、帝政ロシア及びソ連邦時代の両言語の状況にも
言及しながら、やや詳しくみていきたい。
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3-1-1.ヤクー ト語言語コミュニティの成立とドルガン話形成
ヤクート語は、図1でも見たように、同系統のチュルク語の大半が中央アジア域から東
西に移動、すなわち緯度に沿って広がった中で、唯一、遠く北方へ経度に沿って移動した
言語である。ヤクート語の移動については、未だ詳細は明かになってはいない。考古学の
情報などから、10～13世紀頃にバイカル湖の周辺に居住し、ブリヤート語を話す人々等、
モンゴル系の人々と接触していたのではないかと言われている。その後、徐々に北方へ移
動していき、少なくとも1632年に帝政ロシア政府がレナ川申流域河畔のヤクーツクに城塞
を築き、この地方を支配下に収める頃にはすでに東シベリアで勢力を持っていた。ヤクー
ト人が現在の地に至る契機はモンゴル帝国の勃興とおそらく無関係ではなく、北方への移
動は、13世紀頃には始まっていたのではないだろうか。このヤクートコミュニテイの移動
は、先住のツングース系をはじめとする人々のコミュニティにも大きな影響を与えること
となった。牧畜業を主要産業とするヤクート人は、レナ川沿いに移動して、現在の地に入
植する際に、ツングース系の人々から、地形や植生や気候などが牧畜業に適した地である
かどうかについて情報を得ていたと思われる。ユーラシア各地にチュルク系の人々が移動
し、各地でチュルク語使用が広がったことを「チュルク化」が生じたとすれば、ヤクート
人の移動は、北東アジアのチュルク化ということになる。ヤクート人が北方へと移動し先
住するツングース系の人々をチュルク化していく過程で、チュルク化がいよいよ最終段階
を迎えたのが、現在のドルガン語コミュニティである。これは極北の民族集団ドルガンの
形成によって成し遂げられた。ドルガン語はタイムルに先住していたツングース系エベン
キ語を話す人々やサモエード系の言語を話す人々と、ヤクート語を話す人々さらにこの地
にヨーロッパロシアから集まって来たロシア人がリンガフランカとしてヤクート語を選択
することにより17～18世紀頃に形成された言語である (図2)。
ヤクート語とドルガン語は、帝政ロシア時代～ソ連邦時代～連邦崩壊後を通してどのよ
うに研究され、またソ連邦崩壊は日本からのこれら言語の研究活動に具体的にはどのよう
<ドルガン語の成立>
プロト・
ドルガン語
外ツンドラ農民の
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な影響を与えたか、について次節で述べたい。
3…1-2.ヤクート話・ ドルガン語の研究状況 (帝政ロシア～ソ連邦)
ヤクート語という言語名称は、ロシア語の死KyTcКИЙ Я3ЫKを写したもので、近年はヤ
クート人の自称 caxaを尊重して、サハ語と呼ぶことが頻繁である17。実際は、このサハも
ヤクートも元々、同一のチユルク語彙、*yaqa「端」、「縁」に遡るものである18。 日本語
では、サハ語、ヤクート語ともに使用されており、それぞれに特に付加的な意味はない19。
もっとも、サハ語という名称が日本で使用されるようになったことは、日本からの研究者
がヤクート語圏で直接にヤクート語話者と接触することが可能になったことの現れと見る
こともできる。
表4には、ヤクート語とドルガン語の研究状況などの概要を時代を追って示した。ヤクー
ト語の研究は、ロシアにおいては長い伝統がある。帝政ロシア政府のシベリア進出を機に、
最初にロシア正教関係者が、また革命を控えた19世紀にはシベリアに流刑になったヨーロッ
パロシアからの政治犯等が、ヤクーチヤ各地において、語彙やフォークロール資料の収集
にあたり、大きな成果を後世に残している。これらの人々の中には言語データの記録のみ
でなく、データを整理分析し、文法書や辞書を著す者もあった20。 さらに帝政末期からヤ
クート人の中には当時の首都ペテルブルグに赴き、ヤクート語アルファベットを作成する
者も現れた21。_方のドルガン語は、言語の形成が17～18世紀頃であり、極北の辺境の地
にあつたことや話者集団が小さかったため、革命前には、 ドルガン語というよりも、むし
ろヤクート語のタイムル方言として存在している状態であった。
ソビエ ト時代に入り、ヤクーチヤはソビエ ト連邦内の自治共和国となり、特に1920年代
から1930年代半ば頃までは活発にヤクート語による文化活動が国策にも沿う形で行われた。
その活動の担い手はロシア人のみではなく、ヤクート人からも多く輩出された。
表4 ヤクート語とドルガン語に関する研究活動
ヤクー ト語
帝政ロシア時代
↓
ソ連邦時代
↓
ロシア正教関係者による記録活動
シベリア流刑囚による記録活動
ロシアアカデミーによる調査研究 等
ソ連邦科学アカデミーを中心としての言語研究
担い手はロシア人研究者、ヤクート人研究者
文字の作成と普及、口承文芸等の記録活動
規範文法と辞書の整備、文学書の出版
ドルガン語
民族の形成 (17-18世紀)
ヤクート語をリンガフランカと
して選択的に受容する
ヤクート人、ロシア人研究者に
よる記録活動
ドルガン人による文字の作成
文学作品の誕生
ドルガン人研究者による
文字教育の普及活動
言語保持への危機感
国外との学術交流
連邦崩壊後 上記の研究者等に加えてロシア国外の研究者が研究
活動に積極的に参加
国外との学術交流
サハ共和国内での研究活動の活発化
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1920年代～1930年代にはラテン文字に基盤をおいたヤクート語文字が使用され、おおい
に教育活動も広がったその後、1939年よリロシア文字基盤のヤクート語アルファベットが
導入された22。1950年代頃よリソ連邦科学アカデミーシベリア支部ヤクーツク分所 (1947年
に開所、1949年から活動を始める。シベリア支部は1957年に開設)に組織された「ソ連邦
科学アカデミーシベリア支部ヤクーツク分所 言語 。文学・歴史学研究所」を中心に規範
文法の整備や辞書類などの作成に力が注がれ、今日までその伝統は続いている。また同時
にヤクート人に伝わる英雄叙事詩オロンホはじめ、謎々なども含めた口承のフォークロー
ル資料の記録活動が一時期、盛んに行われた。もっとも、フォールロール資料については
あまり活発な出版活動には結びつかなかったようである。個別の文法研究や方言学につい
ての業績もヤクート人研究者によるもの、ロシア人研究者によるもの共に他のシベリアの
諸言語に比すれば、格段に多くあげられている。
一方、 ドルガン語は、標準ヤクート語に近いということもあり、文語はヤクート語文語
で代用する時期が長く続いていたが、1981年に独自のアルファベット (キリール文字基盤)
がドルガン人により作成され、いくつかの修正などを経た後、アカデミーシベリア支部に
おいて、 ドルガン語アルファベットとして認められた。このドルガン語アルファベットに
より初等読本が1990年に出版され、学校教育で用いられるようになった。隣接するヤクー
ト語の優勢であることにも影響され、話者人口が約5,000人というこの規模の言語集団の
シベリアの言語としては使用される程度が高い。民族の伝統的生業 (トナカイ飼育)の形
態 (家族経営による遊牧)も関係しているのかもしれない。ヤクート語と同様、 ドルガン
語についてもロシア人、ヤクート人言語研究者等による調査研究成果がこれまでに発表さ
れているcヤクート語、 ドルガン語はチュルク系言語全体から見ても、チュルク本来から
逸脱した文法形式をもつなど、非常に興味深い研究姑象であるが、ソ連邦時代を通じて、
タイムルはもちろん、ヤクーチヤも国外の研究者にとっては、直接に訪れることの非常に
難しい地域で有り続けていた。
3-1-3.ヤクート話・ ドルガン語研究状況 (ソ連邦崩壊後)
前節で見たように、ヤクート語、 ドルガン語はヨーロッパロシアにおいても、現地にお
いても他の北東アジアのチュルク諸語と比べれば、これまでよく研究対象となっているが、
連邦崩壊後、先行する研究活動に加えて、日本からも研究活動への参加があり、学術交流
が大いに進むこととなった。日本側にとって、これまでの2次資料に頼らざるをえない状
況から、確認したい文法規則や現象、細かいニュアンスを伴う語義の直接的な調査、社会
言語学的な情報を得るために現地で行う実際の使用域観察、など様々に研究の可能性が広
がった。例えば、江畑冬生による一連の文法研究はソ連邦・ロシアでのヤクート語研究に
おいて未解決の部分を扱い、広く一次資料にあたり、研究を展開し、解決が図られている
(参考文献、江畑 (2004-6)参照)23。また江畑は東京外国語大学アジアアフリカ言語文
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化研究所主催の2006年言語研修において、サハ語研修を担当した。一ヶ月以上続く研修に
日本各地から10名を越える受講生の参加があったことは、ヤクート語への、またこの地域
への深い関心を示している。この研修のために編まれたテキスト (音声CD付き)は、江
畑とヤクー ト語のネイテイブスピーカーであるナヂェージダ・ポポーヴァHaДexДa
Πo■oBaとの共著で、理解し易く編まれている。研修には、ヤクーチヤからヤクート語研
究者を招聘するなど、研究者同士の直接の交流を反映する工夫が効果的に図られていた。
このような学術交流が可能となったのも連邦崩壊後、現地の社会体制が変化したことによ
る。
ドルガン語についても、ソビエ ト政権下では長く外国人が訪れることの許可されなかっ
たタイムル半島に、連邦崩壊直前から、特別なビザの取得は求められるものの渡航するこ
とが可能とになり、日本からも直接に言語調査に出かけることができるようになった。筆
者は、1991年夏にタイムル半島に赴いて、 ドルガン人出身の詩人であり作家オグド・アク
ショーノワOrДo AKCeHOBa(1936-1995)の知己を得、また現地の教育関係者等との交流
を持った。これらの直接的学術交流により、現地の言語情報を収集し、共に出版物を刊行
する機会を得ることもできるようになった。オグド・アクショーノワは、先に述べたドル
ガン語表記法作成者の一人でもあり、自らのドルガン語による作品を初めて書籍にした文
学者である。アクショーノワによる初めてのドルガン語詩集の最初の詩から冒頭の部分を
以下に紹介したい。
WIIIIHИ9H9 ?生yOPA?I
AЛЛapa″Ы TЫaJIЫHaH
AttKa.uHaaH ap6alJHЫЫp,
ЬIHЬЫCKaHHaaK TЫMHЫHHaH.
ЬIЫC KOpAYK ЫhЫaKTLIЫp.
ДLЭ OHHyK ЭpЭ ДИЭMЭ
Ay」I「aaHHЫЫp ДoЙv6yH.
Yptt KOMYC KaapЫHaH
YЛЩИЭH TaHTセMap,
КЫhЫЛ KeMYC ЫЙДЫttaM
KaHЫЫЛahaH KИЭprЭTЭp.
TaIЫЛЛap TЫЛЛapЫHaH
TaHTLIЫ6ЫH TЫaM hИp H.
(以下、略)24
わたしのツンドラ   O.Aksenova/拙訳
川下の風が吹いたなら
ぞっとするほど身も凍る
ものすごい寒さには
煙のようにとめどがない
ああだけどそんなふうには語つてくれるな
我がドルガンのふるさとのことを
しろがねの雪
降り重なりてたおやかに
こがねの月とここに照り
二つそろつて華やぐところ
ことばを尽くして語りたい
我がツンドラのふるさとのことを
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ヤクート語文語では表すことが難しかつたアクショーノワの作品は、特に現地のドルガ
ン語話者にス トレートに伝わり、大変な人気を博し、ロシア語訳のものも含め、ソ連邦時
代から20点余に及ぶ詩集や作品が単行本として出版されている。彼女が1995年に没したの
ち、その作品集を日本で、 ドルガン語で書かれた作品のオリジナル、その日本語訳、ロシ
ア語訳をまとめて、タイムルの研究者やモスクヮの文学者等と密な連絡や打ち合わせを重
ねて刊行することが出来た25。
このような一連の研究活動が可能となった背景には、ソ連邦崩壊前後から、日ソ、或い
は日露間の学術交流、特に人的な交流が活発になったことが背景にある。例えば、1989年
度から始まった日ソ間の留学生交換政府奨学金制度や、90年代に入ってからは、科研費補
助金による研究プロジェクト26を利用して、研究者の海外渡航や国外の研究者の招聘が比
較的容易になったという点は重要である。また一方では、ペレストロイカ以降、ソ連邦の
研究者等の国外渡航や、一般の人々が外国人との接触を避ける傾向が薄らいだこと等も大
きい。
3-2.ヤクート話・ドルガン話使用の見通しと研究視点
ヤクート語はヤクート (サハ)共和国という自民族の名を冠した共和国を背景に持って
いる言語であり、北東アジアの諸民族言語の中では有力である。都市部のヤクート人の生
活には現在、インターネットを通したIT関連技術の恩恵が急速に普及浸透しつつある。
ロシア語からの影響がこれらハイテクにより、より強くヤクート語に及ぶ可能性もある一
方で、ヤクート語ベースのIT通信を利用して言語保持が計られる可能性も大きく、実際、
ヤクート語ベースのサイトも増えているようである。
ヤクーチヤにおけるヤクート語は、連邦崩壊前には周囲の少数民族話者にとってロシア
語に加えて、あるいは、ロシア語以上に民族際語としての役割を果たしていた時期があっ
た。政治経済面など社会体制の変革により、これらの人々は連邦崩壊前と比べて、ロシア
語話者との直接の接触を多くもつようになった。ヤクート語は、相対的にサハ共和国内で
の言語的優勢を失う傾向にある。そのような中でヤクート語話者間にはヤクート語を気持
し、民族の文化的遺産の継承を促進する動きある。2005年にはヤクート語の英雄叙事詩オ
ロンホがユネスコにより「人類の日承及び無形遺産の傑作」に認定されたのはその動きを
反映したものと考えてよいだろう。ソ連邦時代は、概して民族意識高揚につながる伝統の
継承は冷遇される位置づけであったが、連邦崩壊後は、これらが見直され、既に失われつ
つある文化的継承も少なくないが、現在再評価されていると言えよう。英雄叙事詩オロン
ホは、文字による歴史記録を持たないヤクート語にとって、未だ定かではないヤクート語
の形成過程を明らかにする上でも唯―の資料である。
ドルガン語については、ユーランアで最後にチュルク化した言語コミュニティとして、
ドルガン語話者がどのように言語を保持していくか、民族集団のアイデンティティとして
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の言語、 ドルガン語がどのように扱われていくか、言語の生態を研究する上で言語モデル
としても興味深い。
4.北東アジアのチェルク諸話にそそぐ日本からの眼差し
最後に、連邦崩壊後の北東アジア地域の言語研究にそそがれた日本からの眼差しと今後
のこの地域の言語研究の見通しについて触れたい。
図3
図3に表したように、ソ連邦崩壊までの間、閉ざされていた厚い鉄のカーテンの向こう
には、閉鎖的な中ではあっても、それ故にかえつて、国策としての言語研究ということも
あり、活発に北東アジアの諸言語を研究しているソ連邦の言語研究者らがいた。カーテン
のこちら側には、北東アジアの言語への強い関心を抱いた研究者らがやはりいた。ソ連邦
崩壊後、鉄のカーテンが開くと、連邦内の言語研究者にとってはそれまで国内の辺境の地
に求めざるを得なかった言語研究の多様性への関心が、一気に鉄のカーテンの外側へ、旧
ソ連邦国外へと向かった。そのことは連邦崩壊後のこの地域に関する特にヨーロッパロシ
ア側からの学術的出版物の量が減少傾向にあったり、個々の研究者等の研究テーマからも
感じられる。そして、この、やや衰退傾向にあつた北東アジアの諸言語研究の空白を補完
したのが、今度は、鉄のカーテンのこちらでせき止められていた研究者、北東アジア諸言
語への関心を抱いていた日本側の言語研究者であった。連邦崩壊を経たここ20年足らずの
間に、着手を含む日本からの言語学者等が、これを実現している。今後、この地域の言語
研究は、現地の研究者の研究活動とともにオープンに展開されていくことになるだろう。
注
1)本稿は、2006年11月 18日に札幌学院大学 (北海道江別市)で開催された日本言語学会 第133回
大会シンポジウム『ソ連邦崩壊と日本言語学――北東アジアにおける20年間のフイールドワーク
の歩み一言』 (司会・白石英才)において行われた「イテリメン語 (チュクチ・カムチャッカ諸
語)の概要」 1/1野ヽ智香子)、「極東にいろいろいるぜツングース諸語」(風間伸次郎)、「アルタイ
鉄のカーテン
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の仲をとりもつモンゴル諸語」 (山越康裕)の講演に続いて、筆者が「北東アジアのチュルク諸
語研究―一日本からそそぐ北東アジアヘの眼差し一―」と題して行った講演内容に加筆し、まと
めたものである。
2)話者数についてソ連邦の最後の国勢調査となった1989年の国勢調査から、各民族出身者が自民
族言語を母語とみなす率から算出した各言語の話者数をあげておく:ヤクート語35万8316人、
トウヴァ語20万3895人、アルタイ語5万9924人、ハカス語6万880人、ショル語9639人、 ドルガ
ン語5637人、カラガス語301人、チュリム・チュルク語はデータがない。
3)同じく2002年のロシア国勢調査によって、ッングース系諸言語を話者人口 (民族人口)の多い
順に3言語あげれば、エウェン語6080(1万8642)人、エウェンキー語6780(3万4610)人、
ナーナイ語3068(1万1569)人である (日本言語学会第133回大会予稿集 p.23、風間執筆分を参
照)。
4)ロシア連邦の最も新しい国勢調査は2002年に行われているが、1989年まで凡そ10年に一度なさ
れた国勢調査で数値の上げられていた「母語保持率」のデータを割り出す質問は、調査項目から
はずれたようである。
5)1989年の回勢調査ではチュリム・チェルクの当該データは収録されていない。
6)ヤクート共和国 (またはサハ共和国)は現在、ロシア連邦の共和国の一つである。ソ連邦時代
はヤクート社会主義自治共和国として、ロシァ社会主義共和国の領内にあった。この地域をヤ
クーチヤと称することもある。面積は日本の約8倍にあたる。
7)『三省堂言語学大辞典』は『世界言語編』第1～4巻に続いて、同『補遺・言語名索引編』(第
5巻)が1993年に、また『術語編』(第6巻)が1996年、『世界文字辞典』(別巻)が2001年に出版
された。
8)東アジア域のチュルク語及び古代語の項目は主に庄垣内正弘が、中近東および中央アジア域現
代語の項目は主に林徹が執筆している。
9)本稿の参考文献欄には、それらの極一部を掲げた。
10)これら文献の大半がロシア科学アカデミー東方学研究所サンクトペテルブルグ支部 (旧ソ連邦
科学アカデミー東方学研究所レニングラード支部)写本部に保管されている。
11)一例を挙げれば、庄垣内 (1995)、庄垣内・他 (1998)、等。
12)庄垣内 (2003)、他。
13)P紗う¢η虎′乃 胎 J,能躍肋r ttr rEI流♂C・ZθヵS勉れ胞ιsぬわチrttη
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"θ
脇9η″),7 Bdc。,St―Pct∝sburg
1866-1896
14)VttrtFフθ力所η¢♂BttDrrιP・b"じル∫冴¢r ttr々,,αルεtt rOηし,靱働。θttp男脇/9pκθκf/1 μttpθvク〉
',4 Bde,St.‐Pctcrsburg,1888-1911,
15)羽田とラドロフの交流については庄垣内 (1998)に詳しい。
16)特筆すべき文部科学省による大型プロジェクトに以下の特定領域研究がある。この研究に参加
した多数の研究者の研究業績はELPR(Endang∝cd Languages of hc Paciac RIm)シリーズとし
て逐次干J行された。この大型科研費プロジェクトは世界各地の危機言語の調査、記述、文法研究
における日本発信の研究活動の支柱となり、言語学界における危機言語研究への大きな貢献となっ
た。
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◎課題番号 1117■01「環太平洋の「消滅に瀕した言語」に関する緊急調査研究」(研究代表者 :宮
岡伯人/研究受け入れ機関 :京都大学、大阪学院大学)[1999-2003年度]特定領域研究
17)本稿では、これまでの慣用に従い、ヤクート語を使用している。
18)この点については庄垣内 (1989)「チュルク諸語」、庄垣内 (1992)「ヤクート語」の項目を参
照のこと。
19)例えば、文脈や会話場面によつて「ヤクート」とすべき場合、あるいは「サハ」とすべき場合
が特にあるとは今のところ、考えられてはいない。
20)代表的な例を一つあげれば、ΠcKapcК成,9K。(190卜1930)がある。
21)最初のヤクート語話者により考案されたヤクート語アルファベットは、言語学者 S,A.ノブゴ
ロドフCA.HoBropoДoBが当時の国際音声字母 (ラテン文字基盤)に基づき、考案したもので
ある。このアルファベットを用いて、1917年に初等読本が出版されている。
22)シベリアの諸言語で1920～30年代に汎用の文字を獲得した言語は全てラテン文字基盤のアル
ファベットを使用したが、1940年前後を境にソビエト政権の意向で、一斉にキリール (ロシア)
文字基盤のアルファベットに移行した。この点については藤代 (2001)を参照。
23)北東アジアの諸言語研究に関する文献を年代別、特にソ連邦崩壊以前と以後に分けて整理した
文献リストが注1に掲げたシンポジウムに参加したメンバー等によりまとめられている。そこで
は国内外の古アジア諸語、ツングース系諸言語、モンゴル系言語 (ブリヤート語、ハムニガン・
モンゴル語)、 北東アジアのチュルク諸語の研究文献がリス トアップされている。白石、他
(2007)参照。
24)Bal・boLna,A.,FuiisllirO,S(2001),p.2
25)同上書。
26)チュルク語関連の主な科研費プロジェクトとしては以下が挙げられる。
◎課題番号08041022「北・中央ユーランアのチュルク系極小言語の調査研究」 (研究代表者 :庄
垣内正弘/研究受け入れ機関 :京都大学)[1996-1998年度]国際学術研究学術調査
◎課題番号11691009「ユーラシア周縁部チュルク系諸言語の調査研究」 (研究代表者 :林徹/研
究受け入れ機関 :東京大学)[1999-2001年度]基盤研究 (A)海外学術
◎課題番号14251019「チュルク系諸言語における接触と変容のメカニズムに関する調査研究」(研
究代表者 :林徹/研究受け入れ機関 :東京大学)[2002-2004年度]基盤研究 (A)海外学術
◎課題番号17320065「ユーラシアの言語接触と新言語の形成一―新言語形成のメカニズム解明に
向けて一一J(研究代表者 :藤代 節/研究受け入れ機関 :神戸市看護大学)[2005-2007年度]
基盤研究 (B)一般
◎課題番号18251007「チユルク諸語における固有と外来に関する総合的調査研究」(研究代表者 :
久保智之/研究受け入れ機関 :九州大学)[2006-2008年度]基盤研究 (A)海外学術
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